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議
題
に
入
り
、
国
労
東
日

本
本
部
の
佐
藤
副
委
員
長
か

ら
、「
委
託
化
や
新
人
事
賃

金
制
度
導
入
な
ど
が
進
め
ら

れ
る
Ｊ
Ｒ
の
諸
施
策
」「
労

働
条
件
に
関
す
る
協
約
の
締

結
に
至
っ
た
経
過
」「
組
織

拡
大
に
向
け
て
の
取
り
組
み

と
成
果
」
を
中
心
に
報
告
し
、

議
員
の
方
々
か
ら
は
「
ホ
ー

ム
ド
ア
」
や
「
駅
委
託
化
の

状
況
」
な
ど
に
つ
い
て
の
質

疑
が
出
さ
れ
た
。

　

翌
日
は
、
千
葉
県
の
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
で
あ
る
「
い
す
み

鉄
道
」
に
乗
っ
て
本
社
を
訪

問
し
た
。
社
長
・
総
務
部
長
・

営
業
部
長
か
ら
「（
名
所
も

施
設
も
）
何
に
も
な
い
鉄
道
」

を
逆
に
売
り
に
し
な
が
ら
、

過
疎
化
の
中
で
存
続
に
向
け

て
の
創
意
工
夫
を
、
資
料
を

基
に
説
明
さ
れ
た
。
小
さ
い

鉄
道
会
社
の
た
め
、
本
社
と

い
っ
て
も
会
議
室
は
留
置
し

た
車
両
内
。
社
長
か
ら
「
公

募
で
、
外
資
系
航
空
会
社
か

ら
社
長
と
な
っ
た
。
過
疎
化

で
運
輸
収
入
が
限
ら
れ
る
な

か
で
、
ま
ず
マ
ス
コ
ミ
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し

て
い
る
。
今
も
ホ
ー
ム
で
10

月
放
送
予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番

組
収
録
中
で
す
。
細
か
い
工

夫
は
部
長
か
ら
報
告
し
ま
す

が
、
パ
ク
っ
て
も
ら
っ
て
大

い
に
結
構
。
皆
さ
ん
の
活
動

に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と

の
挨
拶
。
参
加
議
員
か
ら

は
、
地
方
交
通
線
に
関
わ
っ

た
経
験
か
ら
の
質
問
や
「
旧

式
車
両
だ
が
保
守
は
ど
う
し

て
い
る
？
技
術
の
伝
承
は
？

周
辺
環
境
の
美
化
の
た
め
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
は
？
運

賃
収
入
と
事
業
収
入
の
割
合

は
？
」
等
専
門
家
ら
し
い
細

か
い
質
問
が
飛
ん
だ
視
察
と

な
っ
た
。

　
「
国
労
関
東
議
員
団
会
議
」

が
、
４
月
21
日
～
22
日
に
、

千
葉
地
本
の
受
け
入
れ
に
よ

り
、
千
葉
県
一
宮
町
に
於
て

開
催
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
、
千
葉
・
水
戸
・

東
京
・
高
崎
・
長
野
の
国
労

出
身
地
方
議
員
と
機
関
代
表

で
、
地
元
行
事
と
の
日
程
が

重
な
っ
た
た
め
６
名
が
欠
席

し
た
が
、
計
22
名
が
参
加
し

た
。

　

会
議
は
、
河
野
事
務
局
長

（
新
宿
区
議
）
の
司
会
で
進

め
ら
れ
、
国
労
東
日
本
本
部

か
ら
は
高
野
委
員
長
、
関
東

議
員
団
か
ら
佐
藤
洋
二
団
長

（
日
野
市
議
）
が
主
催
者
あ

い
さ
つ
、
続
い
て
、
地
元
の

小
林
千
葉
地
本
委
員
長
と
山

口
団
長
（
長
生
村
議
）
か
ら

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
、
当
初
予

定
し
て
い
た
地
元
・
一
宮
町

長
に
代
わ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

披
露
さ
れ
た
。

　この間、国労東日本本部は新規採用者の配属に対して、①管理者の特
定労働組合への加入慫慂は不当労働行為であること、②国労とＪＲ東日
本との間での交わされた 2006 年の中労委「一括和解」の趣旨である「公
正・公平な人事・労務管理」を再三にわたって求めてきました。
　しかし、新規採用者配属に伴う組合加入を巡っては、毎年のように地
方・職場から極めてグレーな事象が報告され、例年新規採用者の配属に
あたって本社に「申」を提出するとともに、各職場へも「コンプライア
ンスを守れ」等のポスターを掲出し注意喚起を行ってきました。
　こうした中にあって、一部支社が平成 25年度「新規採用者名簿」を特定の労働組合に提出
するという事象が当該地本から報告されました。
　国労東日本本部は、このあってはならない事象に対して４月 26日「申 16号」（別掲）で本
社に緊急申入れをおこない、『事故』の真意について報告を求めています。さらに現在、この
事象を含め「一部支社の事象」で終りにすることなく、労使関係の根底に関わる問題であるこ
とから実態調査を各機関にお願いしています。
　引き続き「公正・公平な人事・労務管理」を求めるためにも、各職場からの情報提供を要請
するとともに、働きやすい労働条件の確立に向け奮闘しましょう！
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４
月
19
～
20
日
、
国
労
東

日
本
本
部
は
各
地
方
・
地
区

本
部
書
記
長
・
業
務
部
長
、

職
協
代
表
者
会
議
を
岩
手

県
・
花
巻
市
で
開
催
。
３
月

２
日
よ
り
仮
復
旧
し
バ
ス
高

速
輸
送
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）

で
運
転
を
再
開
し
た
、
Ｊ
Ｒ

大
船
渡
線
（
気
仙
沼
～
盛
）

の
盛
駅
か
ら
大
船
渡
駅
ま
で

を
乗
車
視
察
。
さ
ら
に
は
、

で
は
、
ク
ラ
ブ
活

動
を
す
る
高
校
生

の
親
が
、
交
通
手

段
を
確
保
す
る
た

め
に
バ
ス
を
貸
切

り
、
通
学
さ
せ
て

き
た
。
ま
た
、
陸

前
高
田
市
役
所
や

県
立
高
田
病
院
が

高
台
に
移
転
（
プ

レ
ハ
ブ
）
す
る
な

ど
、
日
常
生
活
を

取
り
戻
す
た
め
の

足
を
確
保
す
る

う
え
で
、
や
む
を

得
な
い
選
択
で
も

あ
っ
た
。

　

山
田
線
（
宮
古

～
釜
石
間
）
で
も

昨
年
６
月
に
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る

仮
復
旧
が
提
案
さ
れ
た
。
沿

線
４
市
町
の
首
長
は
拒
否

し
、
あ
く
ま
で
も
鉄
路
に
よ

る
復
旧
を
求
め
て
い
る
。
三

陸
住
民
に
と
っ
て
三
陸
沿
岸

が
鉄
路
で
結
ば
れ
る
こ
と
は

悲
願
だ
っ
た
。
分
割
民
営
化

を
前
に
し
た
84
年
に
三
陸
鉄

道
が
発
足
し
八
戸
線
、
山
田

線
、
大
船
渡
線
と
結
ば
れ
た

の
で
あ
る
。

　
「
こ
の
地
域
が
全
国
と
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
精
神
的

安
心
感
は
鉄
路
あ
っ
て
こ

そ
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
Ｂ

Ｒ
Ｔ
は
仮
の
交

通
手
段
で
あ
る

と
の
被
災
地
の

想
い
を
受
け
止

め
、
公
共
交
通

を
確
保
す
る
と

い
う
立
場
で
、

国
民
の
足
を
守

る
政
策
課
題
と

し
て
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。（
盛
岡

地
本
・
佐
々
木
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

が
経
過
し
た
。
し
か
し
、
被

災
地
の
復
興
速
度
は
遅
い
。

津
波
で
自
宅
や
職
場
を
流
さ

れ
た
。
学
校
や
病
院
も
失
っ

た
。
通
院
や
通
学
・
通
勤
に

利
用
し
て
い
た
鉄
路
も
な

い
。
こ
の
異
常
時
に
対
応
す

る
法
律
等
は
平
時
の
も
の
ば

か
り
だ
。
居
住
地
の
移
転
・

公
共
施
設
の
建
設
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
規
制
が
あ
る
。
動
か

ぬ
政
治
、
使
い
勝
手
の
悪
い

予
算
に
怒
り
を
覚
え
な
が
ら

も
、
そ
れ
で
も
被
災
者
は
生

活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

公
共
交
通
は
被
災
地
の
復

興
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
。
三
陸

鉄
道
は
国
等
か
ら
の
財
政
支

援
に
よ
っ
て
南
北
リ
ア
ス
線

が
26
年
４
月
に
全
線
開
通
す

る
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
山
田
線
、

大
船
渡
・
気
仙
沼
線
の
復
旧

目
途
は
立
っ
て
い
な
い
。

　

鉄
道
復
旧
に
向
け
た
検
討

体
制
と
し
て
東
北
運
輸
局
に

よ
る
復
興
調
整
会
議
（
Ｊ
Ｒ

東
日
本
、
関
係
自
治
体
参
加
）

が
線
区
毎
に
開
催
さ
れ
て
き

た
。
鉄
路
の
復
旧
が
進
ま
な

い
理
由
に
、
鉄
道
沿
線
地
域

が
大
き
く
被
災
し
、
ま
ち
づ

く
り
と
一
体
と
な
っ
た
復
旧

計
画
（
駅
移
転
や
ル
ー
ト
の

変
更
等
）
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
嵩
上
げ
や
ル
ー
ト
変
更

に
伴
う
線
路
に
対
す
る
財
源

に
復
興
交
付
金
な
ど
の
活
用

が
確
定
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど

が
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
気
仙
沼
線

（
気
仙
沼
～
柳
津
間
）
で
は

昨
年
５
月
の
第
５
回
復
興
調

整
会
議
で
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
仮

復
旧
を
合
意
し
、
８
月
か
ら

暫
定
運
行
、
12
月
か
ら
本
格

運
行
を
開
始
し
た
。

　

大
船
渡
線
（
盛
～
気
仙
沼

間
）
で
も
昨
年
７
月
の
復
興

調
整
会
議
で
復
旧
方
針
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
10
月
の

公
共
交
通
確
保
会
議
で
Ｂ
Ｒ

Ｔ
に
よ
る
仮
復
旧
で
合
意
、

今
年
３
月
か
ら
運
行
を
開
始

し
て
い
る
。
大
船
渡
線
沿
線

陸
前
高
田
市
内
な
ど
の
被
災

地
を
訪
れ
る
と
共
に
、
Ｊ
Ｒ

陸
前
高
田
駅
跡
に
於
て
参
加

者
全
員
で
献
花
を
行
い
、
故

熊
谷
氏
と
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
に
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

が
過
ぎ
た
今
日
、「
岩
手
県

沿
岸
の
現
状
と
課
題
」
に
つ

い
て
盛
岡
地
本
・
佐
々
木
書

記
長
よ
り
現
地
の
「
声
」
を

ご
報
告
頂
き
ま
し
た
。

盛駅構内
BRT専用道路

BRT車両

盛岡

仙台

八戸

久慈

小本

宮古

高城町

浜吉田

相馬

【三陸鉄道北リアス線（田野畑～小本間）】
・平成２６年４月頃に全線運行再開予定

【ＪＲ山田線（宮古～釜石間）】
・「ＪＲ山田線復興調整会議」
（H23年6月16日設置・第１回会合）
（H23年11月24日第２回会合）
（H24年5月21日第３回会合）
（H24年11月7日第４回会合）
（H25年3月8日第５回会合）

【三陸鉄道南リアス線（釜石～吉浜間）】
・平成２６年４月頃に全線運行再開予定

【ＪＲ常磐線（浜吉田～相馬間】
・「ＪＲ常磐線復興調整会議」
（H23年6月2日設置・第１回会合）
（H23年8月4日第２回会合）
（H23年9月21日第３回会合）
（H24年3月2日第４回会合）
（H24年10月12日第５回会合）

福島第一原発

盛

柳津

女川

東日本大震災により
運休中の区間

【ＪＲ大船渡線（盛～気仙沼間）】
・「ＪＲ大船渡線復興調整会議」
（H23年7月19日設置・第１回会合）
（H23年11月30日第２回会合）
（H24年5月24日第３回会合）
（H24年11月22日第４回会合）

石巻

気仙沼

浦宿

名取

仙台空港

原ノ町

【ＪＲ気仙沼線（気仙沼～柳津間）】
・「ＪＲ気仙沼線復興調整会議」
（H23年7月19日設置・第１回会合）
（H23年11月8日第２回会合）
（H23年12月27日第３回会合）
（H24年3月3日第４回会合）
（H24年5月7日第５回会合）
（H24年12月12日第６回会合）

陸前小野

復興調整会議の設置・検討状況沿岸部の鉄道の復旧に向けた検討体制について

田野畑

【ＪＲ石巻線（浦宿～女川間）】
【ＪＲ仙石線（高城町～陸前小野間）】
・「ＪＲ仙石線・石巻線復興調整会議」
（H23年5月23日設置・第１回会合）
（H23年7月13日第２回会合）
（H23年9月30日第３回会合）
（H24年2月23日第４回会合）
（H24年8月9日第５回会合）

平成２５年４月３日 東北運輸局

釜石

吉浜

JR 陸前高田駅跡での献花と黙祷


